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チ 役員等（個人にあってはその者、法人
にあっては非常勤を含む役員又は支店若
しくは営業所の代表者、その他の団体に
あっては法人の役員等と同様の責任を有
する代表者又は理事等、その他経営に実
質的に関与している者も含む。以下同
じ。）が、暴力団（「暴力団員による不当な
行為の防止等に関する法律」（平成３年法
律第77号）第２条第２号に規定する暴力
団をいう。以下同じ。）又は暴力団員（同
法第２条第６号に規定する暴力団員をい
う。以下同じ。）である法人等
リ 役員等が、自己、自社若しくは第三者
の不正の利益を図る目的又は第三者に損
害を加える目的をもって、暴力団又は暴
力団員を利用するなどしていると認めら
れる法人等
ヌ 役員等が、暴力団又は暴力団員に対し
て、資金等を供給し、又は便宜を供与す
るなど直接的あるいは積極的に暴力団の
維持、運営に協力し、若しくは関与して
いると認められる法人等
ル 役員等が、暴力団又は暴力団員である
ことを知りながらこれを不当に利用する
などしていると認められる法人等
ヲ 役員等が、暴力団又は暴力団員との間
で社会的に非難されるべき関係を有して
いると認められる法人等
ワ 自らもしくは第三者を利用して、会社
に対し暴力的行為、詐術若しくは脅迫的
言辞を用い、会社の名誉を毀損し、又は、
会社の業務を妨害し、若しくは妨害する
おそれのある行為を行った者
カ その他会社に著しい損害を与える等、
契約の相手方とすることが不適当と認め
られる者

三 前号の規定に該当する者を入札又は見積
りの代理人として使用する者。

] 本業務を実施しようとする者は次項の許可
要件に合致する単独で土壌処理施設を使用で
きる者。及び他者と共同して次項の許可要件
に合致する単独又は複数の土壌処理施設を使
用できる者とする。

^ 重金属含有土、高アルカリ土、黄鉄鉱含有
土の処理を行う者は土壌汚染対策法第22条第
１項の汚染土壌処理業の許可を受けた者。又
は、土壌汚染対策法第22条第１項の汚染土壌
処理業の許可を受けている処理施設を単独又
は複数使用して土壌処理をすることが証明で
きる者とする。
なお、高アルカリ土とはＰＨ値が8•6以上

を示す土壌であり、水に触れることで岩に含
まれる成分により高いアルカリ水の発生の恐
れがある土壌である。また、黄鉄鉱含有土と
は空気や水にさらされる環境下において酸化
し、ＰＨ値が4•0以下を示す酸性度が高い溶
出水が発生する恐れがある鉱物を含む土壌で
ある。

_ 高アルカリ土及び黄鉄鉱含有土の処理のみ
を行う者は前項に限らず、廃棄物の処理及び
清掃に関する法律第14条第６項の許可を受け
た者。又は、廃棄物の処理及び清掃に関する
法律第14条第６項の汚染土壌処理業の許可を
受けている処理施設を単独又は複数使用して
土壌処理をすることが証明できる者も認め
る。

` 重金属含有土、高アルカリ土及び黄鉄鉱含
有土を次の通り受け入れて処理できる者であ
ること。
イ）重金属含有土については次に示す重金属
を含む土壌について１日当たり900ｔの受
入れをすることができる者であること。
・砒素（溶出） 0•01ｍｇ／Ｌ＜（土壌溶
出量）≦0•1ｍｇ／Ｌ

ロ）高アルカリ土については１日当たり150

ｔ受け入れができる者であること。
ハ）黄鉄鉱含有土については１日当たり150

ｔ受け入れができる者であること。
a 土壌発生箇所から、処理場所又は受入れ場
所までの片道あたりの運搬時間が１時間45分
以内であること。なお、片道あたりの運搬時
間は、以下の通り算定する。
イ）重金属含有土及び高アルカリ土の土壌置
き場である静岡県浜松市北区引佐町東黒田
から、入札者が指定する処理場所又は受入
場所までにおける中日本高速道路株式会社
が設定する運搬路をもとに中日本高速道路
株式会社が算定する運搬時間とする。

ロ）黄鉄鉱含有土の土壌置き場である愛知県
新城市片山字東番上から入札者が指定する
処理場所又は受入場所までにおける中日本
高速道路株式会社が設定する運搬路をもと
に中日本高速道路株式会社が算定する運搬
時間とする。
なお、イ）、ロ）とも運搬時間の算出に用
いるダンプトラックの運搬速度は、一般道は
規制速度の80％、高速道路は規制速度の90％
とする。

b 土壌受入れ可能時間が、日曜、祝日を除く
毎日午前９時から午後３時30分までの間を含
むこと。

３ 入札書の提出場所等
\ 担当部局 〒460`0003 愛知県名古屋市中
区錦２`18`19 中日本高速道路株式会社名
古屋支社総務企画部契約チーム 電話052`

222`1447

] 入札説明書等の交付期間、場所及び方法
入札参加希望者には、入札説明書、入札公告
の写し、契約書案、入札者に対する指示書、
図面、仕様書（以下「設計図書等」という。）
を交付する。
{ 交付期間 平成26年11月19日（水）から
平成27年１月９日（金）までの土曜日、日
曜日及び祝日を除く毎日午前10時から午後
４時まで。

| 交付場所 上記\に同じ。名古屋支社総
務企画部契約チーム

} 交付方法 入札説明書及び契約書類、図
面、仕様書等の設計図書はＣＤ`Ｒにより
無料で交付する。

^ 入札書の提出期限等
{ 提出期限 平成27年１月９日（金）午後
４時

| 提出方法 持参又は郵送すること。（郵送
の場合は書留で提出期限までに必着のこ
と。電送による入札は認めない。）

_ 開札の日時及び場所
{ 日時 平成27年１月19日（月）午前10時
00分

| 場所 中日本高速道路株式会社名古屋支
社８階入札室

a 落札者の決定方法
{ 入札書に記載された金額に、本業務の複
数の土壌置き場から入札者の証明書等に記
載される単独又は複数の土壌処理場所又は
受入れ場所までの中日本高速道路株式会社
が設定する往復運搬路を用いた場合の中日
本高速道路株式会社が算定する土運搬金額
（以下「運搬金額」という。）を加算した金
額をもって、契約価格の制限範囲内で最低
価格である有効な入札を行った者を落札者
とする。

| 前項に示す運搬金額は、10ｔダンプト
ラックによるもので、消費税相当額を除い
た有料道路料金（ＥＴＣ平日割引を適用し
た場合）を含む金額をいう。

} {に示す本業務の土壌置き場箇所は「静
岡県浜松市北区引佐町東黒田」及び「愛知
県新城市片山字東番上」をいう。

~ {に示す中日本高速道路株式会社が設定
する往復運搬路及び運搬金額については、
競争参加確認結果通知にあわせて通知す
る。

� 落札者となるべき者が２人以上あるとき
は、直ちに当該入札参加者にくじを引かせ、
落札者を決定するものとする。また、入札
参加者が直接くじを引くことができないと
きは、当該入札事務に関係のない中日本高
速道路株式会社の社員がこれに代わってく
じを引き落札者を決定するものとする。

b 手続における交渉の有無 無。
c 詳細は、入札説明書による。

４ その他
\ 契約手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨。

] 入札保証金及び契約保証金 免除。
^ 入札者に要求される事項 この一般競争に
参加を希望する者は、封印した入札書に本公
告２に示した競争参加資格]からbまでを満
足することを証明する書類を添付して入札書
の提出期限までに提出しなければならない。
入札者は、開札日の前日までの間において、
契約責任者から当該書類に関し説明を求めら
れた場合は、それに応じなければならない。

_ 入札の無効 本公告に示した競争参加資格
を有しない者がした入札及び入札に関する条
件に違反した入札は無効とする。

` 契約書の作成の要否 要。
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